日時：平成21年8月31日（月）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成２１年度　第１回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２２名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　　　佐々木

いせコンビニネット　　　　　　　　　　　浦田
松阪・多気地域障がい者総合相談センター　鈴木

いが若者サポートステーション　　　　　　一見

三重障害者職業センター　　　　　　　　　浅利
三重大学人文学部　　　　　　　　　　　　石阪
三重若者自立支援センター　　　　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、徳丸、内藤

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　　　川端
お仕事広場みえ　　　　　　　　　　　　　平岩
三重県こころの健康センター　　　　　　　樋口
三重県自閉症発達障害支援センター　　　　正木

若者就業サポートステーション・みえ　　　浅井、金田、品川、中川
四日市創造ネットワーク　　　　　　　　　井上、唐木、白尾、戸上、馬場
【　配　布　資　料　】
（資料１）平成２１年度 第１回みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）三重県若者自立支援センター チラシ
（資料３）子ども・若者育成支援推進法について
（資料４）若者就業サポートステーション・みえ チラシ
（資料５）<表> 若者の自立を考える保護者向けセミナー（四日市会場） チラシ

　　　　　<裏> 若者自立トレーニング講座 チラシ
（資料６）若者の自立を考える保護者向けセミナー（伊勢会場） 概要
（資料７）若年就労体験事業 チラシ
（資料８）<表> 平成２１年度 みえ若者就労支援ネットワーク会議について

　　　　　<裏> 支援事例の研究と支援事例集づくり資料
（資料９）いが若者サポートステーション チラシ
（資料10）いせ若者就業サポートステーション サポステ通信・特別号
（資料11）平成21年度 若者就業サポートステーション・みえ 利用状況等
（資料12）三重県こころの健康センター ひきこもり対策研修会 案内（家族・支援者向け）
（資料13）三重県こころの健康センター ひきこもり対策研修会 案内（支援者向け）

１．参加者自己紹介
○出席者全員が所属・氏名を紹介。
２．平成２１年度事業の説明
○三重県若年者自立支援センターの事業について、（資料２）を基に説明。＜宇佐美＞

○「子ども・若者育成支援推進法」について、（資料３）を基に説明。＜紙谷＞

○若者就業サポートステーション・みえの事業について、（資料４）を基に説明。＜中川＞

○事業運営団体「ＮＰＯ法人 四日市創造ネットワーク」について説明。＜井上＞
３．保護者向けセミナーについて
○四日市会場（9/12）の概要について、（資料５<表>）を基に説明。＜宇佐美＞
○伊勢会場（12/12）の概要について、（資料６）を基に説明。＜宇佐美＞

・セミナー参加者へのフォローはどのようにして行うのか？

　 → セミナー当日の個別相談会に参加するサポステが対応する（四日市会場＝サポステみえより３名、伊勢会場＝いせサポステより２名）。
・セミナーを伊賀地域で行う予定はないか？

　 → いが若者サポートステーションが独自に実施すると聞いていたため、県の事業として行う予定はない。
○若年就労体験事業について、（資料７）を基に説明。＜浦田＞

４．今年度ネットワーク会議の予定について
○経緯、現状認識、年間目標、運営方針、年間スケジュール（北勢における会議開催を含む）について、（資料８<表>）を基に説明。＜井上＞
・当事者の最初の窓口になる人の、対応力や発信力といった専門性を向上させるための、仕組みづくりやマニュアルづくりを考えたい。
・訪問支援を行う際の対処方法について学習したい。
・個人や行政が当事者にどこまで関わっていくべきか、についてディスカッションしたい。
・地域におけるネットワークづくり、連携推進の先進事例について勉強したい。
５．支援事例の研究と支援事例集づくり
(1) 県内３カ所のサポートステーションの現状や課題について報告を受けた後、支援事例の研究や支援事例集づくりの方向性について意見交換。

○いが若者サポートステーションの現状等を（資料９）を基に報告。＜一見＞

・5/18の立ち上げ以来、相談件数は着実に増加している（6月：98件、7月：150件）。
・企業での労働体験として、これまでに魚屋、鍛冶屋、陶芸家、自動車部品工場などへの見学を行ってきている。
・他機関への紹介として、障害者施設や医療機関へ紹介するケースもある。
・保護者向けセミナーとして、育て上げネットの工藤氏や、立命館大学の桜谷氏を招いてのセミナーを年間４回、計画している。
・料理教室として、シュークリームやチーズケーキなどのお菓子作りを行っているが、参加者のコミュニケーションを促進するうえで意義が大きい取り組みとなっている。
・立ち上げから３カ月が経過して、正職員として採用された相談者がようやく１名出た。相談者の３割を就職させるという目標は、相当ハードルが高いと感じている。
・本年度の事業として、実態把握に向けたアンケート調査や統計分析調査、ケース分析を進めている。このうち、アンケート調査では、非常に興味深い結果が出ている。すなわち、民生委員向けアンケートでは、ニート問題は本人や家族に問題があるとの意見が多くなる一方、当事者世代が多い市民向けアンケートでは、仲間や周囲の支えが必要との意見が多く、ニート感に世代間のギャップがあるのではないかと考えている。
○いせ若者就業サポートステーションの現状等を（資料10）を基に報告。＜浦田＞

・キャリアカウンセリングの登録者は現在、月４～５人のペースで増えている。２月末の時点で、登録者79人のうち、24人の進路が決定した。
・鳥羽や志摩への出張相談も行っている。
・「学習支援プログラム」として、知的障がいのある人や神経症の人を対象に、小１～３レベルの漢字や算数（時計の読み方、単位、分数）などを教えている。教えるのはサポステのスタッフであり、その中には教員免許を持つ人も含まれている。
・就労体験・社会体験については、市民活動センターや企業での就業体験のほか、地域イベントへの参加などにも取り組んでいる。
・三重県のＮＰＯ活動基盤強化事業も受けて、３年がかりで水耕栽培の実証プラントづくりを進める計画が始まっている。
○若者就業サポートステーション・みえの現状等を（資料11）を基に報告。＜中川＞

・四日市を中心とした北勢地区の出張相談の件数を増やしている。
・セミナーやグループカウンセリングの参加者を対象に、訪問支援へとつなげていきたいと考えているものの、なかなか件数は増えない。

・本年度は、広報活動に注力している。とりわけ、新聞折り込みチラシに対する問い合わせが多く、広報活動として効果的だと感じている。

・このほか、メンタルクリニックなどにリーフレットを置かせていただたことによってか、ケースワーカー、看護師が相談者を伴って来所する場合もある。
(2) 出席者全員で、ポストイットを用いて、当事者支援の課題について棚卸し。
(3) いせ若者就業サポートステーションの事業等を通じて浮かび上がってきた、当事者のタイプ別の就業支援策と就業の方向性について、（資料８<裏>）を基に報告。＜浦田＞

・「長期支援により将来就労可能と思われる若者」と「就労が困難な若者」は、どのような違いがあるのか？

　 → 当事者とサポステのスタッフとの間で、信頼関係が築けるか、築けないかが分かれ目になると感じている。一般的なケースで、３～４カ月かけて、10回くらい面接を行うことで、見分けがついてくる。とはいえ、臨機応変な対応が求められ、距離の取り方も非常に難しい。その意味で、当事者とつながるためのメソッドやマニュアルがあれば、とは思う。
・本人への支援だけでは、解決は難しい。保護者との関わりや、他の機関との連携も非常に重要である。

・年数回の限られた時間で開催するネットワーク会議では、取り組むことのできる事柄も限られてくる。例えば、支援事例集づくりについて、ネットワーク会議とは別の場で、参加者が主体的に取り組むこともありえるのではないか。
６．その他、次回予定について
○三重県こころの健康センター「ひきこもり対策研修会」について、（資料12・13）を基に案内。＜樋口＞

○「地域若者サポートステーション事例集（平成20年度版）」について紹介。＜中川＞

○次回は、石阪先生のコーディネートで三重大学生をゲストに、現代の若者の仕事観・勤労観について意見交換を実施。日程は別途調整。

以 上


